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（１）設工認申請書「仕様表（燃料横転クレーン）」
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（２）設工認申請書「申請機器の臨界安全管理表 

（燃料供給設備）」 
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（３）設工認申請書「申請機器の臨界安全管理表 

（せん断処理設備）」 
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（４）設工認申請書「申請機器の臨界安全管理表 

（溶解設備）」 
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第1 - l表 巾請機器の臨界安全管理表（溶解設備）

トS

臨 界 安 全 ク目ぶ 理 の 方 法

名 称 単 ユ 一 ッ 卜 備 考
複数ユニ ッ ト

形 状 濃 度 質 批 そ の 他

S : 233 Ullil ウラン及びプルトニウ 215kg • (U+Pu)Od 中性子吸収材 単一ユニット問の中性 (I) 臨界設計条件は、
（ノ＜ケット幅） ム最大濃度 (I) バケット又は ：ガドリニウムげ） 子相互干渉を無視し得 400g • (U+Pu)/1!

s : 366 llllll : 350 g · (U +Pu)/ e 145kg · (U+Pu)Od o. 7 g/.e る配皿とする。 (2) 質屈制限済値燃
としてパケット当

（スラプクンク幅） oml ノ｀・ケットばl たりの使Il] 料集合体の装荷
屈を設定する。

第1よう索追出し1,1"/ ウラン及びプルトニウ 中tl：子吸収材 初期濃縮度に応じた所定の燃焼
ム般大濃度 { I) 0はl

度未満の使用済燃料集合体を溶
:350g • <U+Pu)/ e 解する場合， 硝酸ガドリニウム

を使Illする。
.'• · · · · · · · ·石心｀→· · · · · 9 9 9 9 A叫凸·· · · · · · ●鰍.. 一田 · *· · · -- 」·• ↓ * 9 ガドリニウムを使JIJす平る（如II済
第2よう索追Iliし槽 ウラン及びプルトニウ 中性子吸収材 燃料集合体の上端部の 均燃焼

ムli.�•大浪｝兵 (I) om 度の境界線を第2.3 - l図及び
::J:iOg • (U+Pu)／じ 第2. :1 - 2図に示す。

(3) 溶解椿に供給した硝酸溶iiが19
I l om 中性子吸収材 の硝酸ガドリニウム。

o(;1) (4) 上流工程の第2よう索迅lliし
槽で350 g• (UIPu)/.e以下であ
ることを確認する。

エンドビー ス酸洗浄 ウラン及びプルトニウ Om (5) 臨界設計条件は．
槽 ム』＼を大濃度 (．;) 150g•(UH1u)/ £

: 100 g • (U +Pし1)／ t (6) 有意且以下
未臨界質批は．

汁；角名fi1,IAll{ ｛寸サイホ 0"）
中性子吸収材 3Gkg• (UtPu)

ンA分離；1!ット om (7) 該当する機器を第l 2表に
勺•

Iヽ
'・ (7)

示す。
(8) 上流工程の溶解槽で3!:iOg•(Ut

第1よう索追出し槽 oIIU9 巾性子吸収材 Pu)/ e以下であることを確認す
Alt見付サイホンA o(：I) る。
分離ボット等(Ill (9) 該当する機器を第1 3表に

示す心
第2ようぷ氾出し槽 o(1) 中性子吸収材 (10) 上流工程の第lょう索追出し
A堰付サイホンA o(:n 梢で:150 g

書 (UtPu)/ C!以下であ
分離；I! ッ ト等0 ll ることを確認する。

I 
(ll) 該当する機僻を第l-4表に

示す。 ヽ

(l2) 下流工程（屈堺安全1利l！外で
あるハル洗浄槽以降）の臨界安
全管IIl！のために． 下流エ捏へ移

." 送する沿i（如11のウラン及びプル
トニウム浪度が有謡且以下であ
ることを確認する。

I心W ` 

し • • • • • • • • • • • • l • · ' · • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • •一一·-• ·――· ' ·· -· • 
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第 1 - 2 表 第 1 - 1 表に記載した溶解槽A堰付サイ切A分離点ット等の小型ポット類

機 器 名 称 機 器 番 号

溶解槽 A堰付サイポン A分離忍ット
溶解槽 B堰付サイポン A分離忍ット
溶解槽 A堰付サイホン B 分離恭ット
溶解槽 B堰付サイ切 B 分離忍ット

第 1 - 3 表 第 1 - 1 表に記載した第 1 よう素追出し槽A堰付サイポンA分離翡ット等の

小型ポット類

機 器 名 称 機 器 番 号

第 1 よう素追出し槽 A堰付サイポン A分離忍ット
第 1 よう素追出し槽 B 堰付サイポン A分離忍ット
第 1 よう素追出し槽 A堰付サイポン B 分離翡ット
第 1 よう素追出し槽 B 堰付サイ切 B 分離忍ット

第 1 - 4 表 第 1 - 1 表に記載した第 2 よう素追出し槽A堰付サイポンA分離忍ット等の

小型ポット類

ミょぢ

機 器 名 称 機 器 番 号

第 2 よう素追出し槽 A堰付サイポン A分離点ット
第 2 よう素追出し槽 B 堰付サイポン A分離忍ット
第 2 よう素追出し槽 A堰付サイポン B 分離忍ット
第 2 よう素追出し槽 B 堰付サイポン B 分離忍ット
中間忍外 A堰付サイポン分離忍ット
中間点ット B 堰付サイ切分離点ット
中間点ット A 訂1)7卜分離点')t
中間忍外 B r.7 リ7卜分離忍ット
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（５）設工認申請書「申請機器の臨界安全管理表 

（清澄・計量設備）」 
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（６）設工認申請書「仕様表（貯蔵プール）」 
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（７）許可申請書「本文 ハル・エンドピース貯蔵建屋」 
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  (３) 固体廃棄物の廃棄施設 

  (ⅰ) 構  造 

    固体廃棄物の廃棄施設は，高レベル廃液をガラス固化体に処理する

高レベル廃液ガラス固化設備２系列（一部１系列），ガラス固化体を

貯蔵するガラス固化体貯蔵設備，低レベル濃縮廃液，廃棄する有機溶

媒（以下「廃溶媒」という。），チャンネルボックス（以下「ＣＢ」

という。），バーナブルポイズン（以下「ＢＰ」という。）及び雑固

体を処理する低レベル固体廃棄物処理設備及び低レベル固体廃棄物を

貯蔵する低レベル固体廃棄物貯蔵設備で構成する。 

    高レベル廃液ガラス固化設備は，高レベル廃液ガラス固化建屋に，

ガラス固化体貯蔵設備は，高レベル廃液ガラス固化建屋及び第１ガラ

ス固化体貯蔵建屋に，低レベル固体廃棄物処理設備は，低レベル廃棄

物処理建屋及びチャンネルボックス・バーナブルポイズン処理建屋に，

低レベル固体廃棄物貯蔵設備は，チャンネルボックス・バーナブルポ

イズン処理建屋，ハル・エンドピース貯蔵建屋，第１低レベル廃棄物

貯蔵建屋，第２低レベル廃棄物貯蔵建屋及び第４低レベル廃棄物貯蔵

建屋に収納する。 

高レベル廃液ガラス固化建屋の主要構造は，「ト．(１)(ⅰ) 構造」に

示す。 

第１ガラス固化体貯蔵建屋の主要構造は，鉄筋コンクリート造（一

部鉄骨鉄筋コンクリート造及び鉄骨造）で，地上１階，地下２階，建

築面積約5,700ｍ２（東棟約2,900ｍ２及び西棟約2,800ｍ２の一体構

造）の建物である。 

低レベル廃棄物処理建屋の主要構造は，鉄筋コンクリート造で，地
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上４階，地下２階，建築面積約9,500ｍ２の建物である。 

チャンネルボックス・バーナブルポイズン処理建屋の主要構造は，

鉄筋コンクリート造で，地上２階，地下１階，建築面積約3,500ｍ２

の建物である。 

ハル・エンドピース貯蔵建屋の主要構造は，鉄筋コンクリート造

（一部鉄骨鉄筋コンクリート造及び鉄骨造）で，地上２階，地下４階，

建築面積約2,200ｍ２の建物である。 

    第１低レベル廃棄物貯蔵建屋の主要構造は，鉄筋コンクリート造で，

地上１階，建築面積約2,700ｍ２の建物である。 

    第２低レベル廃棄物貯蔵建屋の主要構造は，鉄筋コンクリート造で，

地上２階，地下３階，建築面積約4,400ｍ２の建物である。 

    第４低レベル廃棄物貯蔵建屋の主要構造は，鉄筋コンクリート造で，

地上１階，建築面積約2,700ｍ２の建物である。 

第１ガラス固化体貯蔵建屋機器配置概要図を第130図から第133図に，

低レベル廃棄物処理建屋機器配置概要図を第140図から第146図に，チ

ャンネルボックス・バーナブルポイズン処理建屋機器配置概要図を第

147図から第150図に，ハル・エンドピース貯蔵建屋機器配置概要図を

第151図から第157図に，第１低レベル廃棄物貯蔵建屋機器配置概要図

を第158図に，第２低レベル廃棄物貯蔵建屋機器配置概要図を第159図

から第164図に，第４低レベル廃棄物貯蔵建屋機器配置概要図を第165

図にそれぞれ示す。 

低レベル固体廃棄物貯蔵設備は，再処理施設から発生する低レベル

廃棄物を貯蔵するとともに，ＭＯＸ燃料加工施設から発生し容器に詰

められた雑固体を貯蔵する設計とする。そのため，低レベル固体廃棄

物貯蔵設備の第２低レベル廃棄物貯蔵系をＭＯＸ燃料加工施設と共用
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し，共用によって再処理施設の安全性を損なわない設計とする。 

また，ガラス固化体貯蔵設備にはガラス固化体の冷却のため冷却空

気の流路及び十分な高さの高レベル廃液ガラス固化建屋及びガラス固

化体貯蔵建屋の冷却空気出口シャフト（以下「冷却空気出口シャフ

ト」という。）を設け，ガラス固化体の崩壊熱により生じる通風力に

よって流れる冷却空気により崩壊熱を除去する構造とする。 

高レベル廃液ガラス固化設備系統概要図を第44図に，低レベル固体

廃棄物処理設備系統概要図を第45図に示す。 

 

  (ⅱ) 主要な設備及び機器の種類 

   (ａ) 高レベル廃液ガラス固化設備 

      ガラス溶融炉         ２ 基（１基／系列） 

            材  料    ステンレス鋼（ケーシング） 

                    耐火レンガ（炉材） 

     高レベル廃液調整槽      ３ 基 

            材  料    ステンレス鋼 

            容  量   約20 ｍ３／基（２基） 

                   約６ ｍ３  （１基） 

     高レベル廃液供給液槽     ４ 基（２基／系列） 

            材  料    ステンレス鋼 

            容  量   約５ ｍ３／基（２基） 

                   約２ ｍ３／基（２基） 

     固化セル移送台車       ２ 台（１台／系列） 

     ガラス固化体検査室天井クレーン 

                    １ 台 
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     ガラス固化体検査装置     １ 式 

 

   (ｂ) ガラス固化体貯蔵設備 

     高レベル廃液ガラス固化建屋の貯蔵ピット 

                    １ 基 

            種  類    間接自然空冷貯蔵方式 

            構  成 収納管45 本 

     第１ガラス固化体貯蔵建屋東棟の貯蔵ピット 

                    ４ 基 

            種  類    間接自然空冷貯蔵方式 

            構  成 収納管80 本／基 

     第１ガラス固化体貯蔵建屋西棟の貯蔵ピット 

                    ４ 基 

            種  類    間接自然空冷貯蔵方式 

            構  成 収納管140 本／基 

     第１ガラス固化体貯蔵建屋床面走行クレーン 

                    １ 台 

            種  類    遮蔽容器付床面走行形 

 

   (ｃ) 低レベル固体廃棄物処理設備 

     乾燥装置           １ 基 

            材  料    ニッケル基合金 

     熱分解装置          １ 基 

            材  料    ニッケル基合金（乾留部） 

                    ステンレス鋼（粉体抜出し部） 
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     焼却装置           １ 基 

            材  料    炭素鋼（ケーシング） 

                    耐火物（炉材） 

     圧縮減容装置         １ 基 

     固化装置           １ 基 

      切断装置           ４ 台（ＣＢ用） 

                    ３ 台（ＢＰ用） 

 

   (ｄ) 低レベル固体廃棄物貯蔵設備  １ 式 

     廃樹脂貯蔵系 

     ハル・エンドピース貯蔵系 

     チャンネルボックス・バーナブルポイズン貯蔵系 

     第１低レベル廃棄物貯蔵系 

     使用済燃料受入れ・貯蔵建屋低レベル廃棄物貯蔵系 

     第２低レベル廃棄物貯蔵系（ＭＯＸ燃料加工施設と共用） 

      第１貯蔵系 

      第２貯蔵系 

     第４低レベル廃棄物貯蔵系 

 

  (ⅲ) 廃棄物の処理能力 

 固体廃棄物の廃棄施設は，高レベル廃液を約140Ｌ／ｈ，低レベル

濃縮廃液を約0.2ｍ３／ｈ及び200ℓ ドラム缶約２本／日，廃溶媒を約

８Ｌ／ｈ及び焼却可能な雑固体を約75ｋｇ／ｈ，圧縮減容可能な雑固

体を圧縮力約1,500ｔ並びにＣＢ・ＢＰを各々約１個／ｈ及び約0.5個

／ｈで処理できる能力を有する。 
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  (ⅳ) 保管廃棄施設の最大保管廃棄能力 

   (ａ) ガラス固化体貯蔵設備    8,235 本（ガラス固化体） 

     高レベル廃液ガラス固化建屋  315 本（ガラス固化体） 

     第１ガラス固化体貯蔵建屋東棟 

                   2,880 本（ガラス固化体） 

     第１ガラス固化体貯蔵建屋西棟 

                   5,040 本（ガラス固化体） 

 

   (ｂ) 低レベル固体廃棄物貯蔵設備 

     廃樹脂貯蔵系        約850 ｍ３ 

     ハル・エンドピース貯蔵系 

                  約2,000 本（1,000Ｌドラム換算） 

     チャンネルボックス・バーナブルポイズン貯蔵系 

                  約7,000 本（200ℓ ドラム缶換算） 

     第１低レベル廃棄物貯蔵系 

                 約13,500 本（200ℓ ドラム缶換算） 

     使用済燃料受入れ・貯蔵建屋低レベル廃棄物貯蔵系 

                   約430 本（200ℓ ドラム缶換算） 

     第２低レベル廃棄物貯蔵系（ＭＯＸ燃料加工施設と共用） 

      第１貯蔵系      約12,700 本（200ℓ ドラム缶換算） 

      第２貯蔵系      約42,500 本（200ℓ ドラム缶換算） 

     第４低レベル廃棄物貯蔵系 

                 約13,500 本（200ℓ ドラム缶換算） 
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固体廃棄物の廃棄施設の貯蔵設備は，必要がある場合には増設を

考慮する。 
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（８）許可申請書「本文 前処理建屋」 
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  ニ．再処理設備本体の構造及び設備 

  (１) せん断処理施設 

  (ⅰ) 構  造 

 せん断処理施設は，使用済燃料集合体を使用済燃料の貯蔵施設の使用

済燃料貯蔵設備から受け入れて，せん断処理設備へ供給する燃料供給設

備２系列及び使用済燃料集合体をせん断処理し，溶解施設の溶解設備に

移送するせん断処理設備２系列で構成し，前処理建屋に収納する。 

前処理建屋の主要構造は，鉄筋コンクリート造（一部鉄骨鉄筋コン

クリート造及び鉄骨造）で，地上５階，地下４階，建築面積約6,000

ｍ２の建物である。 

 前処理建屋機器配置概要図を第65図から第74図に示す。 

 また，せん断処理施設系統概要図を第９図に示す。 

 

  (ⅱ) 主要な設備及び機器の種類 

   (ａ) 燃料供給設備 

     燃料横転クレ－ン       ２ 台（１台／系列） 

   (ｂ) せん断処理設備 

     せん断機           ２ 台（１台／系列） 

 

  (ⅲ) せん断処理する使用済燃料の種類及びその種類ごとの最大処理能力 

   (ａ) せん断処理する使用済燃料の種類 

     ＢＷＲ及びＰＷＲの使用済ウラン燃料集合体であって，以下の仕

様を満たすものである。 

   (イ) 濃 縮 度   

     照射前燃料最高濃縮度    ： ５ｗｔ％ 
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（９）設計図書「機器配置図（火災防護設備）」 
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